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業績予想業績予想業績予想業績予想のののの修正修正修正修正にににに関関関関するおするおするおするお知知知知らせらせらせらせ    

 

最近の業績の動向等を踏まえ、平成16年11月29日の中間決算発表時に公表した平成17年3月期

（平成16年4月1日～平成17年3月31日）の業績予想を下記のとおり修正いたします。 

 

記 

 

１．平成17年3月期通期（個別）業績予想数値の修正(平成16年4月1日～平成17年3月31日) 

  （単位：百万円，％） 

 売 上 高 経 常 利 益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 30,370 960 400 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 28,550 560 460 

増減額（Ｂ）－（Ａ） △ 1,820 △  400 60 

増 減 率 △  6.0 △ 41.7 15.0 

前期（平成16年3月期）実績 24,527 1,426 355 

 

２．平成17年3月期通期（連結）業績予想数値の修正(平成16年4月1日～平成17年3月31日) 

  （単位：百万円，％） 

 売 上 高 経 常 利 益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 48,380 1,740 750 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 45,950 1,120 100 

増減額（Ｂ）－（Ａ） △  2,430 △   620 △   650 

増 減 率 △  5.0 △ 35.6 △ 86.7 

前期（平成16年3月期）実績 46,963 2,513 1,427 

 

 ３．修正の理由 

(1) 個別業績予想の修正の理由 

売上高は、燃料商事事業部門の石炭の販売数量が予想を下回ったこと、さらにレジャーリゾー

ト事業部門でも日帰り利用者数・宿泊者数とも予想を下回る見込みとなり、同時に消費単価の

低迷等も重なり減収となりました。また、経常利益においては、レジャーリゾート事業部門で

の売上減による減益並びに開発事業部門で今期予定しておりました販売用不動産の売却が翌期

にズレ込むこととなったこと等により、公表数値よりも４億円の減益となるものの、関係会社

に対する債務保証損失引当金の取崩し益(５億６０百万円)を特別利益に計上したことから、当

期純利益は６０百万円増となる見込みとなりました。 

 



 

 

(2) 連結業績予想の修正の理由 

売上高においては、個別にて記載した要因に加え、建設・土木事業において、公共投資抑制 

  が、一段と厳しくなったこと等により、売上が伸びず減収の見込みとなりました。 

  経常利益におきましても、個別業績の修正要因に加え、建設・土木事業の減収のため、公表 

  数値よりも６億２０百万円の減益となり、それに伴い当期純利益も６億５０百万円の減益と 

なる見込みとなりました。 

 

※ 業績の予想については、現時点で入手可能な情報に基いておりますが、実際の数値は今後様々な要

因により、予想数値が異なる場合があります。 

 

                                        以  上 

 

 

 

 

 

 

 

 


